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2 会 場 CROSS B PLUS（クロスビープラス）
仙台市青葉区大町一丁目1-30

1 日 時 令和６年11月12日（火）
総 会：午後1時30分～午後4時30分まで
交流会：午後4時30分～午後5時30分まで

4 その他

当日は、140名程の来場を予定しています。会場内は混雑が想定されますので、取材いた
だける報道機関の皆様におかれましては、11月11日（月）午後5時までに、環境政策課みや
ぎゼロカーボン推進班（本紙右上の連絡先）まで、「報道機関名」と「取材人数」、「代表
者の方の氏名」をご連絡くださいますようお願いいたします。

3 プログラム

（1）県民会議事務局からの情報提供

（2）県民会議会員の皆様からの情報提供 (公立大学法人宮城大学 事業構想学群教授 小沢晴司様ほか)

（3）基調講演

「私たちが見据える環境と未来～海洋環境の現状とパラオ共和国での取り組み～」
講師：相澤 太 様 (アイザワ水産 代表)

成澤 みく 様（パラオ共和国海洋環境アドバイザー、東北大学大学院環境科学研究科博士課程在籍）

※裏面に講師紹介を掲載しています。

（4）水素 de 未利用魚クッキング
① 水素・燃料電池自動車（FCV）の解説
② 未利用魚の解説
③ 水素由来の電気を活用した未利用魚（カナガシラ）の調理デモンストレーション

（5）交流会
・未利用魚を使用した料理の試食
・名刺交換会
・会員の皆様からのお知らせ動画放映
・環境産業コーディネーター相談会

県では、2050年カーボンニュートラルの実現に向けた産学官民連携組織「みやぎゼロカーボンチャレ
ンジ2050県民会議」を設立し、省エネ化や再エネの導入等をオールみやぎで推進していくこととしてい
ます（令和6年10月15日時点の会員数：238団体）。
このたび、会員同士の情報交換や交流、取組の周知や横展開などを目的として、県民会議の総会「み

やぎゼロカーボンミーティング」を下記のとおり開催します。基調講演、水素由来の電力を活用した未
利用魚のクッキングデモンストレーションのほか、総会終了後には会員同士の交流会を開催いたします。
報道機関の皆さまにおかれましては、ぜひ取材いただきますようお願いします。
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相澤 太様
宮城県東松島市出身。アイザワ水産代表。東松島
市大曲浜にて海苔養殖を行う、3代目の海苔漁師。
奉献乾海苔品評会では弱冠 23 歳で準優賞、28歳
で優賞を果たし二度の皇室献上に授かった技術、
海洋環境のプロ。食べる人に喜んでもらって、笑
顔を見たい気持ちから、作る人と食べる人の未来
をつなぎ、子供たちの未来、次の世代に繋いでい
く、海苔漁師にしかできない活動を断続中。2015
年から海苔のオフシーズンに海苔を通して地球環
境や食育を伝える活動を行っており、国内外の海
洋環境、漁業ガバナンスのプロジェクトに参画し
ている。宮城県東松島市の海や里を舞台に、子ど
もたちの主体性を育む環境教育プログラムを提供
する一般社団法人ＯＤＹＳＳＥＹ（オデッセイ）
のアドバイザーも務める。

成澤 みく様

宮城県東松島市出身。現在、東北大学大学院環境
科学研究科博士課程に在籍し、海洋環境人類学と
環境倫理学を研究中。また、パラオ共和国の大統
領府気候変動オフィス海洋環境アドバイザーとし
て、国連気候変動枠組条約締約国会議(COP28・
COP29)などの国際会議に参画中。明治大学で平和
環境の修士号、ハワイ大学マノア校で平和紛争解
決の学士号を取得。学部時代はパールハーバー国
立平和記念館で連邦政府やアメリカ合衆国国立公
園局と共に国際平和教育プロジェクトに従事。２
０１７年からハワイ州で自然教育やグローバル教
育プログラムに携わってきた。震災を経験後、世
界各地で環境平和学や自然教育の分野に力を入れ
ている。一般社団法人ＯＤＹＳＳＥＹの創設者・
共同代表も務める。

講 師 紹 介


